
 判断が困難な例　　　　　　　　　  はその用法の言語学的テストを適用したことを表す 
針麻酔なので、本人は意識がとてもはっきりしていて、意外なほど元気に見えました[5] 

• 意識がはっきりしていることを根拠にして元気に見えると述べているから〈原因〉だと
作業者に判断してほしいが、「本人」の状態を書き並べているため〈並列〉に見える 

　　　針麻酔なので、本人は意外なほど元気に見えて、意識がとてもはっきりしていました 
　　　針麻酔なので、本人は意識がとてもはっきりしていたので、意外なほど元気に見えました 

古い旅館に泊まって金縛りにかかったという話をよく聞きますが、おそらく成仏できな
い霊がいるのでしょう[6] 

• 文全体を見れば古い旅館に泊まったことが金縛りの原因であるとわかるが、伝聞の段階
で因果関係を認めて良いのか 

　　　古い旅館に泊まったせいで金縛りにかかったという話をよく聞きますが、 
　　　 おそらく成仏できない霊がいるのでしょう 
• 〈原因〉の言語学的テストを適用すると、この文の話者が伝聞した時点で古い旅館に泊
まることが金縛りの原因だとわかっている文になる

ツール 
brat[iv]で対象をハイライト 
用法ラベルとUnlabeledラベルを用意

データ　 
BCCWJ[iii]のコアデータ（長単位）から 
• 品詞が助詞-接続助詞 
• 書字形出現形が「て」または「で」 
である要素を含む文を100文使用 
※「において」などの複合辞は省かれる
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言語学的テスト欄の操作を上から順に適用。元の文と操作後の文の意味が同じであると判
断したら、対応する用法をアノテーションし、以降の言語学的テストは行わない。

結果 
100文に含まれる124件中 
・作業者間の判断一致…42件 
・作業者間の判断不一致…37件 
・アノテーション対象外…45件

信頼性の高いアノテーションを実現するために言語学的テスト[i][ii]を設計する 
・対象表現を別の表現に置き換え可能かなどを作業者が言語直観に従って判定するもの

• 作業者間で判断が一致した対象には適切な用法がアノテーションされていた 
• 不一致となった原因としては、〈原因〉の言語学的テストである「ことで」への言い替
えが〈手段〉のテ形従属節にもできたことなどが考えられる

作成したガイドラインでアノテーションしたコーパスを教師データとして、テ形従属節
の用法を判定するニューラル判定器を作成する予定

概要
目標：テ形従属節の用法分類とアノテーションガイドラインを作成する

アノテーション

ガイドライン

作業者 
2名×4組が25文ずつ担当

 準備段階で省けなかった 
• テ形＋助詞　 
「ても」、「ては」、「てから」など 
• テ形＋形式動詞 
「ていく」、「てなる」など
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作成したガイドラインを用いて、試験的に小規模なアノテーションを行った

用法

並列
原因

原因

例文）台風が来て、飛行機が遅れた

• ガイドラインを改良し、作業者間の判断一致率を高める 
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